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（
質
問
の 

二
）

答

弁

第

二

号 

 

内
閣
衆
甲
第
六
三
号 

昭
和
二
十
四
年
十
一
月
四
日 

 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

 

衆

議

院

議

長 

幣 
原 
喜 
重 

郞 

殿 

 

衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
電
力
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 



し
か
る
に
何
故
に
停
電
が
起
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
現
在
停
電
は
関
東
、
関
西
（
中
部
を
含
む
）
東
北
、
九
州
、
北
海
道
に
起

つ
て
い
る
が
、
関
東
地
区
の
例
を
と
つ
て
説
明
す
る
と
、
夏
時
刻
中
に
は
日
照
時
間
が
長
い
た
め
別
表
第
三
に
示
す
如
く
、 

午
後
八
時
か
ら
九
時
に
尖
頭
負
荷
が
か
か
り
、
九
六
万
七
千
キ
ロ
ワ
ツ
ト
（
日
発
配
電
間
需
給
地
点
の
電
力
）
と
な
つ
て
い 

る
。
こ
の
時
に
は
全
く
停
電
を
行
つ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
十
月
十
四
日
の
例
を
と
る
と
、
夏
時
刻
の
終
了
、
日
照
時 

間
の
短
縮
の
結
果
、
午
後
四
時
頃
か
ら
負
荷
が
増
大
し
、
午
後
六
時
か
ら
七
時
に
か
け
て
最
大
と
な
り
、
こ
の
時
が
一
〇
四 

万
六
千
キ
ロ
ワ
ツ
ト
で
あ
つ
て
、
し
か
も
約
六
万
キ
ロ
ワ
ツ
ト
の
遮
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
夏
時
刻
中 

本
年
度
に
お
い
て
は
水
力
は
過
去
七
箇
年
平
均
と
し
、
火
力
は
石
炭
四
百
六
十
五
万
瓲
を
消
費
す
る
こ
と
と
し
て
年
間
三 

百
二
十
五
億
キ
ロ
ワ
ツ
ト
時
（
対
昨
年
度
計
画
比
一
〇
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
発
電
を
行
う
計
画
で
あ
る
が
、
年
度
当
初
以
来
比

較
的
豊
水
で
あ
つ
た
た
め
、
毎
月
平
均
以
上
の
発
電
を
行
い
、
第
一
・
四
半
期
一
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
第
二
・
四
半
期
一
〇
六

パ
ー
セ
ン
ト
の
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。
十
月
以
降
に
つ
い
て
も
別
表
第
二
表
に
示
す
如
く
計
画
量
に
対
し
日
量
の
一
割
余
を 

上
廻
わ
る
電
力
量
を
送
り
、
最
大
電
力
に
つ
い
て
も
そ
の
最
大
限
の
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
廻
わ
る
発
電
を
行
つ
て
い
る
。 

電
力
は
、
終
戰
後
あ
ら
ゆ
る
産
業
が
戰
前
の
水
準
に
達
せ
ず
低
迷
し
て
い
る
中
に
あ
つ
て
、
最
も
速
か
に
そ
の
生
産
を
恢 

復
し
た
産
業
で
あ
つ
て
、
昭
和
二
十
三
年
度
に
お
い
て
は
豊
水
に
も
惠
ま
れ
た
結
果
三
百
四
十
億
キ
ロ
ワ
ツ
ト
時
（
発
電
所 

に
お
け
る
電
力
量
）
と
い
う
過
去
の
最
高
記
録
で
あ
る
昭
和
十
八
年
度
に
匹
敵
す
る
発
電
を
み
た
の
で
あ
る
。
昭
和
一
五
年 

以
降
の
発
電
量
及
び
水
火
力
最
高
発
電
実
績
は
別
表
第
一
及
び
第
二
の
如
く
で
あ
る
。 

衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
電
力
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

 



分
散
し
て
、
負
荷
の
か
か
つ
て
い
た
、
退
勤
時
刻
の
電
車
、
家
庭
の
電
灯
、
電
熱
、
そ
れ
に
残
業
中
の
工
場
が
同
時
に
電
力 

を
使
用
す
る
た
め
に
、
需
給
の
均
衡
が
失
し
た
こ
と
と
、
風
の
た
め
一
部
火
力
発
電
所
が
故
障
し
出
力
が
低
下
し
た
結
果
、 

や
む
を
得
ず
緊
急
遮
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
全
く
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
夕
食
時
の
停
電
は
国
民
生
活
上
、
極
力
こ
れ
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
政
府
は
電
気
事
業
者
を 

し
て
、
尖
頭
負
荷
時
に
火
力
発
電
所
を
最
大
に
運
転
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
故
障
発
電
所
の
急
速
な
補
修
、
復
旧
を
行
わ
し 

め
る
こ
と
と
し
た
が
、
現
状
に
お
い
て
は
そ
れ
だ
け
で
は
停
電
の
確
実
な
回
避
を
保
証
で
き
な
い
の
で
、
電
力
は
「
晝
は
工 

場
へ
、
夜
は
家
庭
へ
」
の
方
針
の
下
に
需
給
の
調
節
を
行
う
こ
と
と
し
、
別
紙
の
方
針
に
よ
つ
て
こ
れ
が
万
全
を
期
す
る
こ 

と
と
な
つ
た
次
第
で
あ
る
。 

な
お
、
電
力
の
産
業
用
及
び
家
庭
用
業
務
用
へ
の
地
域
別
配
分
計
画
は
経
済
安
定
本
部
の
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る 

 

が
、
そ
の
計
画
及
び
実
績
は
別
表
第
四
の
通
り
で
あ
る
。 

 

右
答
弁
す
る
。 

二 

 



 

三 

 



 

四 

 



 

五 

 



 

六 

 



一
、
初
夜
の
尖
頭
負
荷
時
刻
の
供
給
力
を
確
保
す
る
た
め
、
貯
水
池
、
調
整
池
の
重
点
使
用
を
図
る
と
共
に
火
力
発
電
所
を 

最
大
限
に
運
転
し
、
目
下
補
修
中
の
火
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
完
成
を
促
進
し
、
概
ね
左
の
日
程
に
よ
つ
て
供
給 

力
の
増
強
を
図
る
。 

 

 

最
近
並
に
今
後
渇
水
期
を
ひ
か
え
て
の
初
夜
緊
急
遮
断
を
防
止
す
る
た
め
左
の
措
置
を
と
る
。 

七 

 



（
ヘ
） 

工
場
及
農
村
動
力
用
等
は
午
後
四
時
半
か
ら
午
後
七
時
半
迄
電
力
の
使
用
を
禁
止
す
る
。
（
同
右
） 

（
ホ
） 

休
電
日
を
確
実
に
守
ら
せ
る
。
（
産
業
用
午
前
五
時
―
午
後
十
時
） 

（
ニ
） 

工
場
に
対
す
る
余
剩
電
力
の
特
配
は
当
分
の
間
停
止
す
る
。 

（
ハ
） 

電
化
浴
場
に
対
し
て
は
当
分
の
間
送
電
し
な
い
。 

（
ロ
） 

家
庭
用
電
熱
器
は
午
後
五
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
使
用
を
禁
止
す
る
。 

（
イ
） 

晝
間
（
地
下
室
そ
の
他
特
殊
の
場
所
を
除
く
）
の
点
灯
及
び
夜
間
で
も
無
用
の
点
灯
は
決
し
て
行
わ
な
い
よ
う
に
指 

導
す
る
。 

二
、
供
給
力
の
増
加
に
よ
つ
て
も
な
お
不
足
す
る
場
合
を
予
想
せ
ら
れ
る
の
で
需
要
側
の
消
費
調
節
を
行
は
し
め
、
「
晝
は 

工
場
へ
、
夜
は
家
庭
へ
」
の
方
針
に
よ
つ
て
、
電
力
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
左
の
措
置
を
と
る
。 

 

但
し
、
鉄
道
、
放
送
、
水
道
等
の
要
確
保
電
力
、
二
十
四
時
間
操
業
の
工
場
の
最
低
所
要
電
力
、
そ
の
他
（
概
ね
五 

更
に
渇
水
が
甚
ぎ
し
く
な
つ
た
場
合
に
は
「
一

一
灯
一
ラ
ジ
オ
」
に
制
限
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

（
電
気
需
給
調
整
規
則
第
十
一
條
に
よ
る
。
） 

 

八 

 



四
、
右
の
措
置
は
全
電
気
事
業
者
を
し
て
そ
の
責
任
の
下
に
全
力
を
あ
げ
て
こ
の
業
務
に
邁
進
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
通
商 

産
業
局
及
び
同
電
力
事
務
所
を
し
て
こ
の
実
行
を
確
実
に
推
進
せ
し
め
る
こ
と
と
す
る
。 

三
、
本
件
措
置
に
よ
り
差
当
り
家
庭
用
緊
急
遮
断
を
阻
止
し
得
る
も
今
後
の
渇
水
期
に
お
い
て
も
こ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に 

は
火
力
発
電
設
備
の
補
修
を
繰
上
げ
完
成
し
、
且
石
炭
手
当
を
充
分
な
ら
し
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
必
要
な
資 

金
に
つ
き
特
段
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
チ
） 

一
般
配
電
線
に
対
す
る
電
力
の
配
分
は
適
正
需
要
に
あ
わ
せ
て
行
い
需
要
家
の
協
力
を
得
た
場
合
に
は
送
電
を
確 

 

保
し
、
需
用
家
に
お
い
て
超
過
使
用
す
る
場
合
に
は
ま
ず
警
告
停
電
を
な
し
な
お
自
粛
の
跡
の
見
え
な
い
超
過
使
用
の

あ
る
場
合
は
送
電
を
遮
断
す
る
。 

（
ト
） 

以
上
各
項
の
違
反
者
に
対
し
て
は
送
電
停
止
を
励
行
す
る
。
（
電
気
需
給
調
整
規
則
第
二
十
七
條
に
よ
る
。
） 

最
近
関
東
及
び
関
西
地
区
に
お
い
て
初
夜
（
午
後
五
時
―
八
時
）
に
、
電
気
の
緊
急
遮
断
が
頻
発
し
家
庭
等
に
御
迷
惑
を
お

か
け
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
原
因
は
九
月
十
日
に
夏
時
刻
が
終
了
し
、
官
庁
、
会
社
の
退
勤
時
間
が
遅
く
な
り
こ
の
混
雑
時
の
通
勤
電
車
と
、
日 

こ
の
方
針
に
つ
い
て
は
新
聞
、
放
送
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
広
告
機
関
を
動
員
し
て
そ
の
周
知
徹
底
を
図
る
。 

通
商
産
業
局
長
が
尖
頭
負
荷
時
の
最
大
電
力
を
指
定
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。 

百
Ｋ
Ｗ
以
上
の
需
用
者
）
で 

初
夜
緊
急
遮
断
防
止
対
策
に
つ
い
て 

九 

 



一
〇 

沒
時
の
早
く
な
つ
た
こ
と
に
よ
る
各
家
庭
の
電
灯
及
び
電
熱
が
同
時
に
電
気
を
使
用
し
、
更
に
工
場
の
操
業
が
重
な
つ
て
初 

夜
に
お
け
る
電
気
の
負
荷
が
最
近
著
し
く
大
き
く
な
り
、
供
給
力
が
こ
れ
に
応
じ
切
れ
ぬ
た
め
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
負
荷
の 

 

変
遷
に
つ
い
て
は
別
表
1）
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。 

（

政
府
に
お
い
て
は
年
間
の
電
力
需
給
計
画
を
た
て
、
（
毎
四
半
期
に
修
正
）
、
水
力
と
火
力
と
の
総
合
的
運
転
に
よ
つ
て
極
力

年
間
に
平
均
し
た
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
が
、
わ
が
国
発
電
所
の
特
殊
事
情
の
た
め
豊
水
期
と
渇
水 

期
と
に
供
給
力
上
相
当
の
差
が
あ
る
こ
と
は
や
む
を
得
ま
せ
ん
。
政
府
は
上
、
下
期
に
分
つ
て
こ
の
変
動
あ
る
供
給
力
を
そ 

の
各
々
の
期
間
に
お
い
て
あ
る
程
度
安
定
せ
し
め
る
た
め
電
力
割
当
計
画
に
沿
つ
た
日
発
各
配
電
間
の
需
給
契
約
を
締
結
さ 

せ
、
そ
の
線
に
供
給
力
、
需
要
の
双
方
を
調
整
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
契
約
は
一
応
年
間
出
水
率
が
平
水
で
あ 

る
こ
と
を
前
提
と
し
、
年
間
に
お
け
る
出
水
の
変
動
を
火
力
に
よ
つ
て
能
力
の
許
し
得
る
限
り
調
整
し
て
い
ま
す
。
従
つ
て 

水
力
発
電
に
つ
い
て
一
応
年
間
出
水
率
が
平
水
で
あ
る
こ
と
、
火
力
発
電
に
つ
い
て
は
年
間
消
費
石
炭
四
、
六
五
〇
、
○
○
○

屯
の
範
囲
内
に
お
い
て
冬
期
渇
水
期
に
全
力
を
発
揮
し
、
年
間
と
し
て
の
供
給
力
変
動
と
、
上
下
期
両
期
間
に
お
い
て
も
出 

水
の
変
動
を
併
せ
防
止
す
る
意
味
に
お
い
て
で
き
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
火
力
発
電
所
は
豊
水
期
に
は
で
き
る
限
り
補
修 

す
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
関
係
上
、
平
年
に
比
し
て
非
常
な
る
豊
水
が
相
当
長
期
に
亙
つ
て
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
こ
の
契
約 

供
給
力
を
上
廻
つ
て
供
給
す
る
こ
と
に
は
多
大
の
困
難
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
電
気
料
金
は
他
の
物
価
に
比
し
て
甚
だ
し
く 

低
廉
で
あ
り
、
燃
料
費
、
修
繕
費
は
本
年
度
の
計
画
量
を
賄
う
に
充
分
な
だ
け
は
織
込
ま
れ
て
い
な
い
現
状
に
お
い
て
は
施
設

の
補
修
は
も
と
よ
り
、
計
画
石
炭
量
の
購
入
さ
え
も
困
難
な
状
況
で
あ
つ
て
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
な
ら
ば
冬
季
渇
水
期
用
の 

 



 

し
か
ら
ば
こ
の
尖
頭
負
荷
時
に
お
い
て
何
故
こ
の
よ
う
な
負
荷
が
か
か
り
、
遮
断
を
お
こ
す
か
を
検
討
せ
ね
ば
な
り
ま
せ 

一
一 

貯
炭
す
ら
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
す
。 

本
年
秋
は
全
国
的
に
比
較
的
豊
水
で
あ
り
、
電
気
の
供
給
も
割
合
に
楽
で
あ
つ
た
の
で
す
が
、
最
近
に
い
た
つ
て
九
州
を 

除
き
他
地
区
は
す
べ
て
出
水
が
低
下
し
ま
し
た
の
で
火
力
発
電
所
を
動
員
し
て
供
給
力
の
確
保
を
図
つ
て
い
ま
す
。
こ
の
状 

況
は
別
表
2）
の
通
り
で
全
国
的
に
需
給
契
約
を
相
当
上
廻
つ
て
お
り
ま
す
。
特
に
緊
急
制
限
の
多
い
関
東
、
関
西
の
火
力
発 

（

電
所
の
能
力
は
両
地
区
合
計
に
お
い
て
も
別
表
3）
に
示
す
如
く
僅
か
に
約
三
〇
、
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ツ
ト
を
残
す
の
み
で
あ
つ 

（

て
、
到
底
多
く
を
期
待
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
火
力
に
つ
き
ま
し
て
も
極
力
運
転
す
る
方
針
を
と
つ
て 

ん
。
別
表
4）
に
示
さ
れ
る
如
く
夏
時
刻
中
に
く
ら
べ
、
現
在
の
尖
頭
負
荷
時
の
負
荷
は
顯
著
な
傾
向
を
示
し
て
お
り
ま
す
。 

（

こ
の
負
荷
の
内
容
を
分
析
い
た
し
ま
す
と
別
表

の
よ
う
に
な
る
の
で
あ
つ
て
電
灯
、
電
熱
、
電
車
及
び
工
場
動
力
の
分
布 

お
り
ま
す
が
、
今
後
十
一
月
、
十
二
月
に
入
れ
ば
、
例
年
水
力
の
出
力
は
次
第
に
低
下
す
る
傾
向
を
示
す
の
で
あ
つ
て
、
多 

少
の
火
力
を
も
つ
て
し
て
は
現
在
の
よ
う
な
需
要
の
状
況
に
は
応
じ
き
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。 

（5）

が
こ
れ
で
判
明
い
た
し
ま
す
。
こ
の
中
電
灯
及
び
電
車
の
負
荷
が
制
限
で
き
な
い
と
す
れ
ば
電
熱
及
び
工
場
用
動
力
に
よ
つ 

こ
こ
に
お
い
て
停
電
の
防
止
は
需
要
の
面
で
こ
れ
を
調
節
す
る
外
に
回
避
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。
現
在
関
東
配
電 

地
区
に
お
い
て
初
夜
午
後
六
時
頃
の
遮
断
を
し
て
い
る
の
は
晴
天
時
六
―
七
万
Ｋ
Ｗ
、
曇
天
時
一
〇
―
一
一
万
Ｋ
Ｗ
で
あ
り 

ま
す
。
こ
れ
は
八
五
万
Ｋ
Ｗ
の
需
給
契
約
に
対
し
関
配
系
を
加
え
九
六
―
一
〇
〇
万
Ｋ
Ｗ
の
供
給
を
し
て
い
な
が
ら
起
る
状 

況
で
あ
つ
て
、
今
後
出
水
が
低
下
す
る
な
ら
ば
益
々
苦
し
く
な
る
こ
と
は
必
然
で
あ
り
ま
す
。 

 



て
調
節
す
る
外
は
あ
り
ま
せ
ん

因
み
に
本
年
正
月
殆
ど
工
場
が
稼
動
し
て
い
な
か
つ
た
時
に
電
灯
そ
の
他
を
自
由
に
使
用 

。

せ
し
め
た
負
荷
は
同
じ
く
別
表

に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
つ
て
、
工
場
負
荷
の
大
で
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。 

（5）

か
く
し
て
対
策
と
し
て
は
緊
急
遮
断
防
止
の
た
め
次
の
よ
う
な
諸
措
置
を
と
る
こ
と
と
し
、
既
に
一
部
実
施
し
て
お
り
ま 

 

す
。 

（
へ
） 

電
力
需
用
（
工
場
及
農
村
等
）
は
午
後
四
時
半
か
ら
午
後
七
時
半
迄
電
力
の
使
用
を
禁
止
す
る
。
但
し
、
鉄
道
、
放 

（
ホ
） 

休
電
日
を
確
実
に
守
ら
せ
る
。 

（
ニ
） 

工
場
に
対
す
る
余
剩
電
力
の
特
配
は
当
分
の
間
停
止
す
る
。 

（
ハ
） 

電
化
浴
場
に
対
し
て
は
当
分
の
間
送
電
し
な
い
。 

（
ロ
） 

家
庭
用
電
熱
器
は
午
後
五
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
使
用
を
禁
止
す
る
。 

（
イ
） 

晝
間
（
地
下
室
そ
の
他
特
殊
の
場
合
を
除
く
）
の
点
灯
及
び
夜
間
で
も
無
用
の
点
灯
は
決
し
て
行
わ
な
い
よ
う
に 

 

す
る
。 

一
、
供
給
力
は
日
間
に
甚
し
い
変
動
の
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
特
に
初
夜
及
び
午
前
の
尖
頭
負
荷
時
の
電
力
の
増
強
に 

努
力
せ
し
め
る
。 

二
、
電
気
の
使
用
は
「
晝
は
工
場
へ
、
夜
は
家
庭
へ
」
の
方
針
に
よ
つ
て
尖
頭
負
荷
時
の
電
力
の
軽
減
を
図
る
。
即
ち
、 

必
要
あ
る
場
合
に
は
家
庭
用
、
業
務
用
に
対
し
て
も
休
電
日
を
指
示
す
る
。 

更
に
渇
水
が
甚
だ
し
く
な
つ
た
場
合
に
は
「
一

一
燈
一
ラ
ヂ
オ
」
に
制
限
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

産
業
用

 
 

 
 

午
前
五
時
―
午
後
十
時 

業
務
用
、
家
庭
用 

午
前
七
時
―
午
後
五
時

（ 
 

） 

一
二 

 



第
一
表 

 
 

夏
時
刻
終
了
の
前
後
に
於
け
る
電
力
量
並
び
に
最
大
電
力
の
増
減
実
績 

（
チ
） 

一
般
配
電
線
に
対
し
て
は
、
そ
れ
に
よ
つ
て
供
給
す
る
需
要
の
量
に
よ
つ
て
キ
ロ
ワ
ツ
ト
配
分
を
行
い
こ
れ
を
負 

荷
が
超
過
し
た
場
合
に
は
、
設
備
の
許
す
限
り
警
告
停
電
を
行
い
そ
れ
で
も
負
荷
が
減
少
し
な
い
場
合
に
は
送
電
を
遮

断
す
る
。 

（
ト
） 

以
上
各
項
の
違
反
者
に
対
し
て
は
送
電
を
停
止
す
る
。 

 

こ
れ
ら
の
対
策
が
電
気
事
業
者
、
電
気
使
用
者
の
す
べ
て
に
よ
つ
て
完
全
に
実
行
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
現
在
の
緊
急 

遮
断
は
回
避
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
本
年
初
頭
以
来
連
続
的
に
豊
水
に
惠
ま
れ
、
電
気
的
に
は
一
般
に
楽
な
状
態 

 

を
す
ご
し
た
た
め
、
国
民
一
般
に
電
気
に
対
す
る
楽
観
的
な
気
分
が
橫
溢
し
て
お
り
、
一
昨
年
冬
及
び
昨
年
秋
の
需
給

逼
迫
時
の
苦
し
さ
を
忘
れ
た
か
の
如
く
で
あ
り
ま
す
が
、
設
備
補
修
の
進
捗
、
消
費
石
炭
の
増
加
に
対
し
需
用
の
増
加 

が
更
に
上
廻
つ
て
い
る
現
状
で
は
、
全
電
気
事
業
者
の
需
給
調
整
に
対
す
る
全
力
を
あ
げ
て
の
努
力
並
び
に
全
電
気
使

用
者
の
協
力
な
し
に
、
こ
の
危
機
を
乘
切
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。 

送
、
水
道
等
の
要
確
保
電
力
、
二
十
四
時
間
操
業
の
工
場
の
最
低
所
要
電
力
、
そ
の
他
通
商
産
業
局
長
が
尖
頭
負
荷
時

の
最
大
電
力
を
指
定
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

再
び
「
晝
は
工
場
へ
、
夜
は
家
庭
へ
」
の
方
針
に
対
す
る
協
力
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

（
單
位
発
電
端
Ｍ
Ｗ
、
Ｍ
Ｗ
Ｈ
） 
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